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北里大学病院・北里大学東病院（旧）を受診された患者さまへ 
 
当院では以下の臨床研究を行っています。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用または提供される 

ことを希望されない場合は、問い合わせ先へお申し出ください。 
 

研究課題名 

（受付番号/承認番号） 
持参薬関連インシデントの要因分析および施行対策に関する研究 

当院の研究責任者 

（所属・職位） 

北里大学病院薬剤部 主任（危機管理部 医療の質・安全推進室 兼務） 

松岡 陽子 

本研究の概要・背景・目的 

本研究では、北里大学病院において報告された持参薬関連のインシデントレ

ポートを集積し分析を行うことで、注意すべき状況や環境などインシデントに関

連する要因を明らかにします。本研究の結果により、病院全体における持参薬

管理の安全性向上に貢献します。 

※インシデントとは 

日常診療の場で、不適切な医療行為などが患者さまに実施される前に発見さ

れたもの、不適切な医療行為などが患者さまに実施されたものなどを指しま

す。 

調査データ 

該当期間 
2020 年 4月 1日から 2026 年 3月 31 日までの情報を調査対象とします。 

対象となる患者さま 
上記期間内に当院を受診および入院された患者さま 

（インシデントレポートに情報が登録されている可能性があります） 

研究の方法 

（使用する試料等） 

2020 年 4月 1日から 2026 年 3月 31 日までに職員から報告されたインシデン

トレポートおよび該当インシデントに関連のある電子カルテに記載のある記

録、薬歴データを使用します。 

試料/情報の 

他の研究機関への提供 

および提供方法 

他の機関への試料・情報の提供はありません。 

個人情報の取り扱い 

利用する情報から氏名や住所等の患者さまを直接特定できる個人情報は削

除致します。また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も患

者さまを特定できる個人情報は利用しません。 

本研究の資金源 

（利益相反） 

本研究は北里大学薬学部臨床薬学研究・教育センター研究費を資金源として

実施します。本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありま

せん。本研究に関する利益相反は、北里大学利益相反委員会で審査を受け

適切に管理されます。 

お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら以下の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない

範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申し出下さ

い。 

また、情報が当該研究に用いられることについて、患者さまもしくは患者さまの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究の対象としませんので、以下の連絡

先までお申出ください。その場合でも患者さまに不利益が生じることはありません。 

 

インシデントレポートの運用について 

当院では、職員はインシデントレポートシステムを用いてインシデントを報告する運

用となっています。レポートは、再発防止策や医療システムの改善に使用し、集積

したデータは、医療の質の評価指標などに活用しています。詳細は当院ホームペ

ージ内「北里大学病院医療に係る安全管理のための指針」https://www.kitasato-

u.ac.jp/khp/download/section/bumon/iryonoshitsu_01.pdf をご参照ください。 

 



 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

所属・職位：北里大学病院 薬剤部 主任 

        （危機管理部 医療の質・安全推進室 兼務） 

担 当 者：松岡 陽子（マツオカ ヨウコ） 

電   話：042-778-8123 

備 考 

本研究で収集し使用した情報や資料は、将来新たな研究において二次利用を

行う可能性があるため、二次利用のご了承をいただいた情報や資料は研究終

了後も保管を継続します。データの二次利用を行う場合は、新たな研究計画に

ついて倫理委員会の承認を得ます。 

 


